


























































Student care workers learning about “community” : 























（厚生労働省社会・援護局長　平成 23 年 10 月 28 日）　別表１　教育内容より抜粋
［表１］介護福祉士養成課程における「地域」に関する教育内容 
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 人 マーテ業授 
 ２ 何てっ」域地「 １
 ０ 囲範の域地 りがなつの域地のらか昔 ２
３ 「ご近所の底力――お年寄りの孤独死」 14 
 01 １る知を動活域地の区地賀笹 ４
 31 ２る知を動活域地の区地賀笹 ５
６ 地域福祉って何  地域福祉における住民参加 1 
「生活交流演習」 
 人 マーテ業授 
 ７  １化文と史歴の区地賀笹 １
 ８  ２化文と史歴の区地賀笹 ２
 １  画計のりぐめ賀笹 ３
 41  りぐめ賀笹 ４
 １ めとまのりぐめ賀笹 ５
 
  


















地域の理解に関する記述   
5 たじ感とるいてっ立り成てっよにとこう合え支、はのもういと域地
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2   いたみてべ調ていつに承伝の）信中（県野長、域地の外以賀笹
2 ていつに動活の国外
1 いたり知を動活の域地のどな京東
その他  
1 いたび学を方れ入け受、方り入の者参新
1 はと域地るきで存共、ていつにきつび結の者若と者齢高
1 いたりやをのないたみ習学プールグ
地域の介護 1
人
人
30 介護福祉学生が「地域」について学ぶ意義と課題
することによって、地域の講師を招いたり、地域の
方の案内で地域めぐりをするなどの実践的な学習が
実現したといえる。これらを同じ教員が担当したこ
とから、振り返りをしたり、つながりを意識しなが
ら展開することが出来た。
　さらに同時期には、他教員の担当する「介護福祉
対象論」で身近な高齢者へのライフヒストリーの聞
き取りを課題として、発表会を実施している。「地域」
と「個人」の双方向から、地域に根ざした生活にふ
れることで利用者理解のきっかけにつながったと考
えられる。
　また、１年前期の「介護総合演習」は、筆者を含
めた３人の教員で担当している。初めての実習であ
る介護導入実習Ⅰのオリエンテーションにおいて、
実習生と利用者のコミュニケーション場面を教員が
ロールプレイで演じることにしたが、その話題とし
て「笹賀地区」の話をとりあげた。これも複数の教
員が「生活交流演習」での「笹賀地区の歴史と文化」
を学生と一緒に受講していたために実現できたこと
である。学生が地域の人とのつながりについて学ん
だことにより、初めての実習でコミュニケーション
のきっかけがつかめ、利用者の自宅や地域に対する
思いが引き出せると気づかせることができた。
　１年後期と２年後期では、筆者が「社会保障論Ⅰ」
「介護福祉サービス論」を担当するため、社会福祉
の発展の中での地域福祉の重要性や、介護保険制度
の中での地域包括ケアのしくみ、インフォーマルケ
アや行政の役割について段階的に教授したい。さら
に、１年後期の２月の介護導入実習Ⅱでは、社会福
祉協議会の訪問介護事業所での実習となるため、住
み慣れた自宅や地域の生活の尊重と留意点について
前期に学んだことと関連をもたせて、指導していく
必要がある。また、学生が今後学びたいとした地域
の風習や昔の遊び、郷土食などについては、２年後
期の選択科目「地域生活と文化」で学ぶことが出来
ることになっている。いずれにしても、新しい枠組
みのカリキュラムが出発して４年目であり、いつ、
どの内容をどの科目で教授するのか、さらに教員間
の連携と教授内容の検討が必要である。
（２）学習方法について
　今回の授業では、地域の人から直接話を聴いた
り、実際に地域に出かけることによって、学生が積
極的に学べたと考える。また、ビデオや写真の活用
も有効であった。そして、何よりも、短大の立地す
る笹賀地区の住民による地域福祉活動が活発である
こと、この数年で短大との連携が進んできたことな
どの環境が整い、地域の方の協力が得られたことが、
この授業展開を実現できた要因である。
人らしさ、地域で果たしてきた役割などを理解し、
個別ケアに役立つと考えている。学生が施設に就職
しても、利用者の出身地に配慮したり、施設の立地
する地域について調べたり、地域の行事に参加する
などの地域交流にも活かせると回答した学生もい
た。１年生であるため「地域包括ケア」については
まだ学習していないが、住み慣れた地域で介護サー
ビスを利用して生活するということに考えが及んで
いる学生もいる。
　今後学びたいこととしては、たいへん多岐にわた
り、学生の学習意欲を示している。笹賀のことをさ
らに知り、地域の人と交流したい、昔の地域生活に
ついて学びたい、自分の住んでいる地域や他の地域
について学びたいなど、地域について学生の関心が
高まったといえる。
５．考察
「地域」について学ぶ意義と今後の課題
　笹賀地域をとおして学習した結果、地域にはその
歴史や人々のつながり、支え合いがあり、地域の人
が自分の地域を大切に思っていることを、学生は学
んでいる。そして、地域を身近に感じるようになり、
その一員として地域活動に参加したり、地域の文化
や風習を引き継いでいくべきなどの自覚をもった学
生もいた。そして「地域」についての学びは、利用
者とコミュニケーションをとり、理解するために役
立つと考えており、さらに学びたいという意欲が見
られた。 
　これらは、テキストだけでは学ぶことの出来ない
実践的な学びであった。介護福祉士養成課程におい
て、地域のなかで「個人が自立した生活を営む」と
いうことを理解するためには、地域福祉の概念を学
ぶだけなく、地域に出て、実践的に地域から学ぶこ
とが求められているのである。以下、３点について
介護福祉学生が「地域」について学ぶ意義と今後の
課題を論じる。
（１）科目間連携と学びの発展
　今回の授業展開は、「現代社会と福祉」で学ぶ「地
域」について「生活交流演習」を合わせて２か月に
わたって展開することによって、介護を学び始めて
日の浅い学生に「地域」の人々の生活を学ばせるこ
とができた。１年前期に「地域に根ざした人々の暮
らし」について地域の人から直接学ぶことは、その
人らしい「当たり前の」生活を考えるための一助と
なるものであり、学ぶ意義があると考える 2）3）。
　科目間の連携という視点で考えると、介護福祉士
養成課程の必修科目「現代社会と福祉」と同時進行
で、本校独自の科目「生活交流演習」の時間を活用
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　信頼関係構築に役立つ。
②利用者の生活してきた地域を知ることで地域への
　愛着、価値観や地域で果たしてきた役割など要介
　護者を理解する一助となり、その人らしさを重視
　した個別ケアにつなげることができる。
③施設に勤務した場合に地域連携のコーディネー
　ターの役割ができるような力を養う。
④居宅サービスに従事した場合に他の居宅サービス
　や地域住民と連携・協働して地域包括ケアシステ
　ムの一員として利用者を支援する力を養う。 
⑤自分自身が地域の一員としての自覚をもち、自分
　の地域の行事や活動に参加して、地域づくりを
　担っていく力を養う。
７．おわりに　今後の課題 
　２年間の介護福祉士養成教育においては、施設・
居宅・地域密着型の各介護現場で、利用者の心身状
態やこれまでの生活に合わせた介護実践が出来るだ
けでなく、地域との交流や協働活動を推進できる介
護福祉士の養成に努めていきたい。「地域」という
漠然としたものを理解するには養成課程の中で、実
際に地域の人々にふれ、実践的に学ぶ機会が必要で
ある。さらに主体的な学習や、学生としての地域貢
献ができると良いであろう。利用者の生活してきた
「地域」についての理解を利用者理解につなげ、事
業所の対象とする「地域」や施設の立地する「地域」
とのつながりを重視し、専門職として地域参加でき
る介護福祉士を養成するために、カリキュラムの各
科目の教育内容と教育方法の検討、科目間連携を推
進していかなければならない。
【注】
１）新しい介護福祉士養成カリキュラムの基準と
想定される教育内容の例（案）
社会保障審議会福祉部会　平成18年 11月 20日
２）貫ら（2010）は、施設実習に行く前に介護福
祉士学生が地域の高齢者と交流することをと
おして、高齢者に対するイメージの肯定化と好
意的な評価を得る機会を設定することは効果的
であるとしている。
３）西川（2011）は、介護福祉学生は実習体験以
外にも、地域の福祉実践とかかわる体験の中
で、地域の中での暮らしを身近にする必要があ
り、そのような体験を新カリキュラムでも継続
させていく努力が必要としている。
学生たちの要望として「地域の人たちと交流を持ち
たい。」「長野県の行事や生活習慣、郷土食などにつ
いて学びたい。」「長野県以外の地域についても学び
たい。」「自分の地域のことについて調べたい。」な
どの意欲を活かした学習方法について検討していく
必要がある。小グループで調べ学習をしたり、地域
での聞き取り調査なども時間の余裕があれば実施し
てみたい。「自分の地域の行事や活動に積極的に参
加したい。」等の感想から、学生の「地域」への関
心、地域の一員としての自覚の喚起ができたと考え
る。短大生として地域に貢献できることについても
考えさせるようにしたい。
　
（３）地域連携のできる介護福祉士の養成
　介護の現場では、地域包括ケアシステムが推進さ
れていく現状にあるため、地域との関わりを重視し
て介護を実践できる力量が介護福祉士に求められて
いる。学生の多くは施設職員として介護現場に就職
するが、地域についての学びを利用者の理解と個別
ケアに活かすと同時に、施設の立地する地域にも目
を向けることが期待される。施設の利用者が地域の
人たちと交流し、地域の一員として生活できるよう
な取り組みをすすめるために、施設で働く介護福祉
士には施設と地域とのコーディネート力が必要とな
る。
　一方、居宅サービスや地域密着型サービスの事業
所に就職する学生も増加しているが、これらの現場
では、他の居宅サービスや地域住民の支え合い活動
と連携して地域包括ケアを実践して行くことが求め
られている。１年後期の介護導入実習Ⅱでは訪問介
護事業所において実習し、居宅サービスを利用しな
がら地域で生活する人々にふれる機会となる。今
後、２年間の介護福祉士養成課程をとおして段階的
に「地域」についての学習や地域交流を積み上げて
いく必要がある。
　また、災害時には専門職としてサービス利用者だ
けでなく、地域に住む要介護者の援護にあたるとい
うこともあり得るので、施設や事業所が普段から近
隣自治会と一体となって地域防災をすすめる必要が
ある。このように介護現場において目の前の利用者
だけでなく、地域や地域に生活する要援護者にも目
を向けられる素地を介護福祉士養成教育の中で位置
づける必要があるのではないか。
　
６．結論
　介護福祉学生が「地域」について学び、地域交流
することの意義は、次の５点にまとめられる。
①地域の歴史や文化、生活習慣などを学ぶことに
　よって、利用者と共通の話題ができ、利用者との
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